
移動タンク貯蔵所等の立入検査結果 

１ 移動タンク貯蔵所等に対する立入検査結果の概要 

 移動タンク貯蔵所等における基準不適合等車両の割合は 12.97％（前年 14.29％）

であり、昨年と比較すると 1.32ポイント減少した。 

今回の立入検査結果から確認された課題については次のとおりである。 

⑴ 移動タンク貯蔵所における無許可車両又は無許可変更している車両（以下「無

許可車両」という。）の数は 63台（前年 49台）であり、昨年の結果と比較し、

14台増加した。

⑵ 前⑴の違反事例を確認すると、容器への詰替えを行うことを目的とする移動タ

ンク貯蔵所の注入ホースの先端部の注入ノズルについて、手動開閉装置を開放の

状態で固定する装置を備えた注入ノズルに無許可で変更を行っていた事例や、手

動開閉装置を開放の状態で固定できるように無許可で改造した事例が、合計 40

台となっており、無許可車両数 63 台の内約６割を占めている。

 移動タンク貯蔵所における立入検査の重点項目として挙げている定期点検に

係る義務違反は 875 台（前年 844 台）であり、昨年と比較すると 31 台増加して

おり、他の項目と比べても非常に違反台数が多い。 

２ 総括表

備考 １ 実施場所の区分において、走行中の車両を道路に接した空地等に誘導して立入検査を実施した場合は、「道路上」での実施 

の区分とした。実施場所の「その他」とは、道路上、常置場所及び危険物の積卸し場所以外の場所をいう。 

２ 「不適合車両」とは、移動タンク貯蔵所にあっては貯蔵及び取扱いの技術上の基準、位置、構造及び設備の技術上の基準並 

びに移送の基準等に関し、危険物運搬車両にあっては運搬の基準に関し、１件以上不適合が認められる車両をいう。 

３ 「認識状況不良車両」とは、運転者の事故等発生時の応急措置等に関する認識状況が不良と認められる車両をいう。 

４ 移動タンク貯蔵所の基準不適合車両数、無許可車両数及び不適合車両数等欄の「他の行政庁」の欄は、それぞれの車両数の 

うち、立入検査において基準不適合を指摘した行政庁以外の行政庁によって許可された車両数である。 

５ ※の「実施消防機関数」の合計は、延数ではなく実数である。 

※ 

別添１ 

他の行政庁 (a)+(b) 他の行政庁 (a) 他の行政庁 (b) 他の行政庁 有 無

道路上 366 475 787 421 165 79 160 77 5 2 156 15 1 364 2

常置場所 487 4569 13194 8 1747 0 1697 0 50 0

危険物の
積卸し場所

40 86 415 100 34 11 33 11 1 0 27 0 0

その他 225 718 6586 25 801 2 794 2 7 0 230 14 0

合計 713 5848 20982 554 2747 92 2684 90 63 2 413 29 1
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３ 最近５年間の立入検査実施車両数及び基準不適合車両数等の推移 

（参考） 

不適合率の推移（最近５年間） 無許可車両数の推移（最近５年間） 

移動タンク貯蔵所 危険物運搬車両 合　　計

不適合
車両数

無許可
車両数

令和３年度 22,202 3,495 3,406 89 15.74 530 44 8.30 22,732 3,539 15.57

令和４年度 22,467 3,415 3,298 117 15.20 533 54 10.13 23,000 3,469 15.08

令和５年度 21,893 2,984 2,894 90 13.63 444 34 7.66 22,337 3,018 13.51

令和６年度 21,424 3,090 3,041 49 14.42 434 34 7.83 21,858 3,124 14.29

令和７年度 20,982 2,747 2,684 63 13.09 413 29 7.02 21,395 2,776 12.97

不適合率
(％)

実施
車両数

不適合等
車両数

不適合率
(％)

年度 実施
車両数

不適合等
車両数

不適合率
(％)

実施
車両数

不適合
車両数



４ 基準不適合車両の項目別内訳 

令和７年度 令和６年度

5 9 -4

貯 蔵 、 取 扱 の 13 11 2

2 1 1

基 準 不 適 合 371 431 -60

(法第 10条３項 ) 147 197 -50

536 648 -112

69 58 11

塗料の剥離発錆 139 184 -45

タンク本体に係る基準不適合 7 16 -9

流出有 0 1 -1

その他 22 27 -5

附属装置に係る基準不適合 変形、破損 36 49 -13

機能不良 45 46 -1

設 備 等 の 基 準 その他 58 87 -29

維 持 義 務 違 反 14 38 -24

(法第12条第1項) 配管及び弁等に係る基準不適合 流出有 1 0 1

（政令第15条第１項第９号～第12号） 機能不良 76 92 -16

その他 78 89 -11

425 486 -61

表示、標識の未設置等 41 62 -21

（政令第15条第１項第17号） その他 280 298 -18

消火器の未設置等 74 83 -9

（政令第20条） その他 437 350 87

301 378 -77

1 2 -1

IMDGコード不適合 0 0 0

1 0 1

1 0 1

2105 2345 -240

4 4 0

移 送 の 基 準 6 0 6

不 適 合 27 34 -7

( 法 第 16 条 の 2) 20 13 7

57 51 6

875 844 31

292 327 -35

236 296 -60

3809 4184 -375

運搬容器の技術上の基準不適合（政令第28条） 0 1 -1

収納、表示不適合（政令第29条第１号、第２号） 3 4 -1

流出有 0 0 0

積載方法基準不適合 2 7 -5

運 搬 の 基 準 （政令第29条） 被覆不適合（政令第29条第５号） 0 0 0

不 適 合 混載不適合（政令第29条第６号） 0 0 0

（ 法 第 16 条 ） 小 計 5 11 -6

標　識 1 6 -5

（政令第30条第１項第２号） そ　の　他 6 4 2

運搬方法基準不適合 消　火　器 5 9 -4

（政令第30条） （政令第30条第１項第４号） そ　の　他 11 4 7

そ　の　他 15 10 5

小 計 38 33 5

そ の 他 1 4 -3

44 49 -5
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許可品目以外の貯蔵（政令第24条第１号）

貯蔵、取扱の不備による流出等（政令第24条第１項第８号、政令第26条第１項第７号）

マンホールのふた不適合

完成検査済証等備え付け義務違反（政令第26条第１項第９号）

その他の貯蔵、取扱の基準違反(政令第24条～第27条(上記の各項号を除く))

小 計

常置場所に係る基準不適合（政令第15条第１項第１号）

変形、破損

（政令第15条第１項第２号、第３号、第７号、第８号）

(政令第15条第１項第４号(防波板を除く)､第５号、第６号)

その他の移送基準に係る不適合（政令第30条の２第１号及び第３～５号）

電気設備、接地導線の不良等（政令第15条第１項第13号、第14号）

未設置、不足

未設置、不足

その他の設備等の基準不適合（政令第15条第１項（上記各号を除く))

積載式移動タンク貯蔵所の特例基準不適合（政令第15条第２項）

給油タンク車の特例基準不適合（政令第15条第３項）

アルキルアルミニウム等の移動タンク貯蔵所の特例基準不適合（政令第15条第４項）

小 計

危険物取扱者無乗車（法第16条の２第１項）

運転要員不足（政令第30条の２第２号）

危険物取扱者免状不携帯（法第16条の２第３項）

危

険

物

運

搬

車

両

積載不適合（政令第29条第３号、第４号、第７号）

未掲示、不足

未設置、不足

運転者の事故等発生時の応急措置等に関する認識状況不良

合 計

小 計　

定期点検に係る義務違反（法第14条の３の２）

漏れの点検未実施

危険物取扱者の保安講習義務違反（法第13条の23）

合 計



５ イエローカードの携行状況 

⑴ 移動タンク貯蔵所 携行率 95.8％ （227台／237台） 

⑵ 危険物運搬車両 携行率 65.5％ （ 38台／ 58台） 
備考 調査対象は危険物の移送、運搬中の車両であって、ガソリン、灯油、軽油、重油、廃油及び動植物油類に係るものを除く。 


